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する。cytochrome cの遊離や Apoptosis Inducing Factor（AIF）などにより制御されるアポトーシスにはミト
コンドリアに局在するSOD1の遊離が重要な引き金になる可能性が明らかになった。 
 






ンドリアの活性酸素産生が増大してadenine nuclotide translocase（ANT）の SH 基が酸化され、ミトコンド
リアの膨潤に引き続きSOD1とcytochrome cが細胞質へ遊離することが判明した。電子伝達系阻害剤は活性酸素
産生を促進するが、ANT－SH 基の酸化、膨潤 及びSOD1とcytochrome cの局在性には影響しないことから、ANT 
の SH 基酸化に伴うミトコンドリアの膨潤によりSOD1とcytochrome cが細胞質へ遊離することが明らかになっ
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た。これらの所見より、酸化ストレスによるSOD1とcytochrome cの細胞内局在性が同時に変化することがアポ
トーシスを増強すること、及びミトコンドリア依存性アポトーシスの分子機構に SOD1 が重要な引き金となる
ことが判明した。 
 
 本研究によりSOD1がミトコンドリア依存性アポトーシスの重要な因子であることが証明され、その医学生物
的意義は大きく、本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判断された。 
